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に つ い て 述 べ て い る 。 公 知 の 構 造 柔 軟 性 配 位 高 分 子 [Cu(dhbc)2(bpy)]n (dhbc = 
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2,5-dihydroxybenzoate, bpy = 4,4’-bipyridyl)の吸脱着に伴う結晶構造変化を詳細
に解析することで得た知見に基づき、類縁体である [Cu(dhbpc)2(bpy)]n (dhbpc = 4,4’
-dihydroxybiphenl-3-carboxylate)を開発した。本多孔性配位高分子は二酸化炭素を
段階的に吸着し、脱離に注目すると、大気圧（ 0.1 MPa）以上の圧力において二段階目






柔軟性配位高分子[Zn(5NO2-ip)(bpy)]n (CID-5; 5NO2-ip = 5-nitoroisophthlate)およ
び[Zn(5MeO-ip)(bpy)]n (CID-6; 5MeOip = 5-methoxyisophthalate)を用い、これらを
結晶中で均一に混ぜ合わせることによるメタン /二酸化炭素分離性能の適正化につい
て述べている。非常に柔軟性の高い CID-5 および剛直な構造である CID-6 では分離性
能が不十分であったが、 CID-5 と CID-6 の固溶化により構造の柔軟性を適正化した
CID-5/6 は PSA の運転環境においても優れた分離性能を発現することを示した。また、
CID-5/6 はメタンとエタンの分離にも有効であることを明らかにした。  
 
第四章では、水蒸気存在下でも高いメタン /二酸化炭素分離性能を有する柔軟性多孔性









第 五 章 で は 、 一 次 元 細 孔 を 有 す る 新 規 ア ル カ リ 土 類 金 属 系 配 位 高 分 子
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ることを示した。一方、メタンは 1 MPa においても全く吸着しない。本多孔性配位高
分子を PSA の吸着材として利用する場合、常圧にするだけで再生できるので、従来再
生に必要であった真空ポンプが不要となり、ランニングコストの低減に繋がることが
期待される。 
 
（２）結晶構造はほぼ同じであるが配位結合の柔軟性が異なる 2 種類の構造柔軟性配
位高分子を用い、これらを結晶中で均一に混ぜ合わせることによるメタン /二酸化炭
素分離性能の適正化を行うことで、PSA の運転環境においても優れたメタン /二酸化炭
素分離能を発現する多孔性配位高分子を設計しうることを明らかにした。また、該多
孔性配位高分子がメタンとエタンの分離にも有効であることを明らかにし、バイオガ
ス精製のみならず、低品位天然ガス精製への展開も期待できることを示した。 
 
以上本論文は、メタン精製用多孔性配位高分子について論じており、その成果はガス
分離材設計や吸着機構の理解に多くの指針を与えるとともに今後メタン以外のガス精
製材料への着想や発展が期待され、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よっ
て、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２８年
１２月２６日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認め
た。なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
 
